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要 旨

主体的 ･対話的で深い学びは単に児童生徒が積極的に参加している授業や見た目が楽しいペア

やグループワークを取り入れた授業ではない｡主体的 ･対話的で深い学びとは思考を活性化させ

る授業である｡問題解決学習や体験学習等はイメージできるが､教科書や補助教材を活用したこ

の ｢アクティブ ･ラーニングの視点からの授業改善 (MEXT2017)｣となるとイメージがしにく

い教員は少なくない｡本稿では､外国語科 ･外国語活動の教科書 ･補助教材の活用法に悩んでい

る教員と共に､思考を活性化させる授業のための教材活用法を紹介したい｡

1.はじめに

人間にとって､学ぶ力と動機は生得的なも

のである｡赤ちゃんが言葉を習得していく過

程で親の真似をする姿や､幼児が歩けるよう

になるまで何度も転び何度も立ち上がる姿､

また､子どもが ｢なぜ?｣を連発する姿を想

像すると理解に難くないはずだ｡しかし､ど

こかでこの学ぶ力と動機が弱体化する｡今ま

での外国語教育は知識 ･技能を中心に指導し

てきたが､新学習指導要領に示されている

｢思考 ･判断 ･表現力｣ ･ ｢言語活動の定義｣

及び 『主体的 ･対話 ･深い学び』をきちんと

理解すれば､さらに学びに向かう力を養える

外国語教育が実現するかもしれない｡

文部科学省の指導の下に作成された教科書

や補助教材は ｢良くない｣､｢使いづらい｣､

｢つまらない｣と良く耳にする｡ しかし､そ

れは教科書や補助教材を指導書通りに使用し
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ているからではないだろうか｡例えば､前触

れもなく､｢さあ､教科書の～ページを開け

て､聞いて答えなさい｡｣という指示を出し､

活動を淡々と進めてはいないだろうか｡この

教科書 ･補助教材の自由度は高く､個々のク

ラスと生徒のニーズに合わせて利用すること

もできる｡そうでなければ､教科書メインの

授業になり､児童生徒の主体性もなく､彼ら

から英語が ｢難しすぎる｣や ｢面白くない｣

等の意見があってもおかしくない｡従って､

新学習指導要領の理解は欠かせない｡本稿で

はこの新学習指導要領を取り上げた後､どの

ように教科書 ･補助教材を利用すれば､思考

を活性化させ､学ぶ力と動機をさらに高める

外国語教育の授業実践になるのかを考えたい｡

2.思考の活性化とは

新学習指導要領では児童生徒が ｢どのよう
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に学ぶのか (各教科等の指導計画の作成と実

施､学習 ･指導の改善 ･充実)｣が示されてお

り､それは主体的 ･対話的で深い学び､つま

り､アクティブ ･ラーニングの視点からの授

業実践を通して実現される(MEXT2017)｡山

地民(2015)や竹内氏(2015)によれば､真のア

クティブ ･ラーニングは今までの ｢知識注入､

知識の定着を評価｣の学習形態ではなく､思

考を活性化させる学習形態であると示唆して

いる｡また､｢技能の習得のための活動｣に止

まる学習形態でもない｡活動の前後にクラス

メー トと関わっていく中で､自分の考えに違

和感を覚えたり､自分の答えに疑問を持つよ

うになったりする学習形態であれば､問題意

識が高まり､その解決に取り組むことで思考

を活性化させられる｡また授業実践では､他

者との協働的な活動のみならず､児童生徒の

内省も組み合わせると思考を活性化する学習

形態を作り出すことができる(ベネッセ 2015)｡

八田氏(2015)は英語の授業で思考を活性化

させる題材は以下の要素があると述べている｡

(1)考えるきっかけを与える

(2)顔野 ｢幹男虜ノを広げる
(3)発月や素づきがある
(4)感性に扉える

(5)B己麦芽を5/き出す

八田氏は(1)～(5)を題材選定に利用してい

るが､同じように英語学習を行う際にも大切

にしたいものでもある｡例えば､音声指導の

｢聞くこと｣の際にそのままCDを流し答えさ

せるのではなく､答えを事前に考えてから

CDを流すことにより思考を活性化すること

ができる｡また､音声指導の ｢話すこと｣の

際､児童生徒が教員の後に英単語や表現を復

唱する言語材料の練習だけではなく､児童生

徒が言いたそうな語桑等で自己表現の機会も

加えることで思考を活性化できる｡ このよう

な活動は新学習指導要領において ｢言語活動｣

と定義されている｡ つまり､｢実際に英語を

使用して互いの考えや気持ちを伝え合うなど｣

が言語活動である｡そうでないものは､新学

習指導要領では言語活動ではなく､言語材料

の練習と言われる(中村.2017)｡また､文字

指導の ｢読むこと｣ ･ ｢書くこと｣の際､新

学習指導要領上､生徒が目的を持って読んだ

り､例文を参考にしながら苦いたりすること

が示されている｡教員が文法の訂正するので

はなく､児童生徒が自らサンプルと比較をし､

正しい読み方や綴りを発見できるような工夫

をすれば思考が活性化される｡

3.外国語教育を実施する教員の役割

思考を活性化させる学習形態を作り出すこ

とは､今後､教員にとって重要な役割の一つ

になるだろう｡小学校で外国語教育を実施す

る教員は､授業の流れや活動の実施方法にお

いて､私たちが考案 した ｢ThefわurCs

(CreativeCollaboratorprovidinglearners

with Comprehensible input and

Communicationopportunities)｣という役

割があると覚えておくと良い｡つまり､担任教

員は外国語を担当する教員や他の教員と協力

(Collaboration)をしながら､児童生徒のため

に多くの ｢理解可能なインプット(Compreh

ensibleinput)｣並びにコミュニケーション

を図る体験(Communicationopportunities)､

つまり､言語活動を提供することである｡な

お､多くのアイディアやテクニックを創造的

(creative)に生み出す必要がある｡ ｢理解可

能なインプット｣とは内容の完全理解ではな

く､知らない語桑や表現があっても､意味は

ほぼ理解できる内容のインプットである｡言

語習得理論の見解では､第二言語の上達のた

め､まだ身につけていない語桑や表現が少し

含まれているこのようなインプットが良いと

考えられている｡ 以下で見て行く外国語活動

と外国語科で行う｢スモール トーク｣及び教科

書 ･補助教材の ｢Let-sWatchandThink｣

のコーナーではこの役割の必要性が明確になっ

ている｡
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4.新学習指導要領における外国語教育

新学習指導要領において最大の変更点は､

第5学年と第6学年で実施されている外国語

活動が教科化され､年間35時間が年間70時

間に増加することである (外国語活動の3-4

年の早期化に伴い､5-6年生の生徒は70時間

の体験的な英語活動を経験することになる)｡

外国語科の目標は ｢外国語でコミュニケーショ

ンを行 うための素地を養 う｣から､｢外国語

でコミュニケーションを行うための基礎を養

う｣ことに変わる｡すなわち､児童生徒の発

達段階に応じて､頻度が高い英語の語桑や表

現を4技能 (話すこと､聞くこと､読むこと､

書くこと)で取り扱 うことである｡授業実践

は相変わらず､音声指導 (聞くこと･話すこ

と)が中心になるが､英語での文字指導 (読

むこと･書くこと)に慣れ親しむ程度の実践

を行 うことになる｡新学習指導要領やこの4

技能は､ヨーロッパ言語共通参照枠 (外国語

の運用能力を同一の基準で測ることが出来る

国際標準)から大きく影響を受け､話すこと

の技能を ｢発表｣と ｢やりとり｣に分けられ､

今後4技能5領域と言われるようになる｡

新学習指導要領では､第3学年と第4学年

に下がる外国語活動の変更点は､内容からみ

て現行の学習指導要領とそう変わらない｡外

国語活動は今後も ｢体験的｣に英語を学習す

ることになり､目標も ｢英語でのコミュニケー

ションの素地を養う｣と変わらない｡つまり､

外国語でコミュニケーションを図る積極性や

外国語-の興味 ･関心を高めることが目標と

なる｡授業中の活動としては､音声指導 (聞

くこと･話すこと)を中心に行 うことにも変

わりはない｡

このように児童生徒が小学校を卒業するま

で600-700語程度を学習することになり､

新学習指導要領で新しく導入された語桑 ･表

現 ･文構造もある (例 代名詞のHe･She･

We､助動詞のcan､過去形､動名詞)｡過去

形に関しては､音声中心の学習であることか

ら､出会 う過去形の大半は ｢ed｣を後ろに

つける動詞ではなく､音声で聞き分けやすい

不規則動詞 (went,ate等)となる｡ 動名詞

の場合､｢goodat～｣ の後に使 う ｢～ing｣

(enjoying,watching等)だけになる｡ しか

し､これらは､あえて新学習指導要領では

｢文法項目｣とは明記していない｡小学校の

外国語教育は ｢教える｣というイメージより､

｢気づく｣というのがポイントになる｡ 中学

校のような文法指導ではないことを忘れては

いけない｡新学習指導要領では､文法の用語

や用法の指導ではなく､｢言語活動の中で基

本的な表現として繰 り返し触れることをとお

して指導すること(MEXT2017p.65)｣の

ように指導すると新学習指導要領解説書かれ

ている｡ また､指導要領では､｢日本語と英

語の語順の違い等に気付かせるとともに,塞

本的な表現として,意味のある文脈でのコミュ

ニケーションの中で繰 り返し触れることを通

して活用すること｡｣と書かれている｡ つま

り､基本的な文構造に慣れ､それを活用でき

ることを狙いとしている｡その方法とは､文

構造を暗示的にどのようなコミュニケーショ

ン場面､目的､状況で使用されるのかを様々

な形で経験をさせることが重要な指導ポイン

トである｡

なお､現行学習指導要領で使われているHi

Friends!と同じように､WeCan!は文法や

単語等の学習が目的とする ｢構造シラバス｣

や機能シラバス｣ではなく､｢様々な活動や

タスク (歌,踊り,ゲーム,外国の話や物語

を聞く,外国人と触れ合う等々)を通してコ

ミュニケーションの道具としての英語に慣れ

親しむことが求められているのである｣(吉

田 2009p.7)｡ つまり､学習者が関心の高

い話題で教科書 ･補助教材が編成され､その

話題に関連した語桑や表現を学ぶことを中心

に単元が並べられているシラバスである｡例

えば､第6学年の夏休み後の話題は夏休みの

出来事を取 り扱 う単元や12月に卒業文集を
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書く時期には､児童生徒は小学校生活で最も

大切な思い出を取り扱 う単元がある｡

第5学年と第6学年で使う教科書 ｢WeCan!｣

の各単元は8ページで構成され､アクティブ ･

ラーニングの視点や5領域育成を取 り入れる

ため､いくつかのコーナーが前回の教材Hi

Friends!より追加された｡例として､各単元

の最初の2項に ｢Let-sWatchandThink｣

のコーナーがある｡ このコーナーには､単元

の場面設定をしながら､話題に関する児童生

徒の興味を引き出す狙いがある｡具体的には､

外国にいる小学生が自分たちの文化を紹介し

たり､日本人が取り上げているテーマについ

て英語で紹介したりする内容がある｡このコー

ナーでは､生徒が最初からすべての語桑や表

現を聞き取れるように指導するのではなく､

目標は単元の8時間目までに単元目標として

いる語桑や表現を認識できるようにするとい

うことであり､多少難易度が高いと思われる

レベルに設定されている｡ そしてこれが児童

生徒の主体性につながる｡つまり､このコー

ナーで児童生徒の単元の最終活動-の見通し

が可能になることによって､単元目標を達成

するためにどのような内容を学ばなければな

らないのか等､児童生徒が自ら考え､自ら学

習に取り組む姿勢を育むことが出来るのであ

る｡

5.WeCan!の単元例

ここから新学習指導要領の移行期間 (平成

30･31年度)で第5学年が利用されている外

国語科の教科書WeCan!1のUnit4を紹介

する｡ まず､この単元が以下の3つの目標が

ある｡

(1)一 日の生活について聞いたり言ったりす

ることができる｡ また､活字体の小文字を

書くことができる｡(知識 ･技能)

(2)一 日の生活に関するまとまりのある話を

聞いておおよその内容をとらえたり､一日

の生活について伝え合ったりする｡ (思考
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力 ･判断力 ･表現力等)

(3)他者に配慮 しながら､自分の一 目の生活

について伝え合お うとする｡ (学びに向か

う力 ･人間性等)

言語材料は頻度を表す副詞｢always､usually｣

等と日課を表す語句｢getup､walkmydog｣

等であり､表現は ｢Whattimedoyouget

up?､Iusuallygetupat7:00.｣等である｡

また､｢時間｣や｢日課｣の言語材料は第4学

年からの既習事項でもあり､定着を促すため

ここでも繰 り返し出てくる｡

WeCan!1のUnit4の1時間目では最初の

2ページ見開き (図1)を使い､他の国々の

小学生が自分たちの日課を紹介している ｢聞

くこと｣の活動から単元の話題を導入してお

り､その中で既習 ･新出語桑と表現に出会う

ことになる｡導入後､教員が自分の日課を紹

介したり､新出語桑や表現の練習をする｡ 以

下でも見ていくが､ここで注意する必要なの

は､練習とは言語活動ではなく､言語活動が

できるための学習である｡

次の2ページは3時間が割 り当てられる｡

頻度を表す副詞を理解し､前時間に学習した

｢日課｣と ｢曜日｣について文単位で理解す

る活動から始まり､児童生徒同士で日課につ

いてや り取 りをす る活動がある ｢What

timedoyou getup?､Isometimesget

upatten.等｣｡

次の2ページは2時間で､家事について考

える活動があり､その中､日々の生活を振り

返ることができる｡ 例えば､寝る時間が遅す

ぎることや､自分はクラスメー トのように家

事をしていないということに気づいたりする

機会にもなる｡指導書によると､教師の答え

をモデルに生徒同士がやり取りをし､相手の

サインをもらう活動も行 う｡
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図1.WeCan!1のUnit4(文部科学省HP参照)

単元の最後の2ページも2時間で行 うよう

になる｡ 1項 目で目標表現 ｢Isometimes

getupatten.｣を ｢聞く｣活動で語順に気

づかせる活動が設けられている｡ 2ページ目

には､短い ｢読む｣活動もある｡なお､主体

的に学ぶための単元末の言語活動がないので､

教員は独自の活動を生み出さなければならな

い｡以下､このWeCan!を利用する際､思

考の活性化につながる使い方について考えて

いきたい｡

6.教科書の活動で思考の活性化

今後､小学校外国語教育での授業実践は以

下の流れになると見られる｡

顔拶-スモーノL,杏-ク- rFWぐJ 瘡影- 屈

チ (#表 ･やク虜 ク)J潜劇- ｢粛むJ ･

r書ぐJ潜薪一彦 ク返 ク潜身 偵㌔業に応 じて､

ノ絵本､款やチャンソをf/jBする)

文部科学省の研修ガイ ドブック(2017)やWe

Can!の指導書で書かれている各レッスンの

授業流れをこのように示している｡以下､挨

拶と振り返り以外の活動を実施する場合､ど

う思考を活性化させるのかを紹介する｡

6.1.スモール トークで思考を活性化

文部科学省はできるだけ毎時間 ｢スモール

トーク｣を行うことを推奨している｡ スモー

ル トークとは､授業冒頭の5分程度のコミュ

ニケーション活動のことを言う｡スモール トー
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クを利用して､児童生徒の単元内容に対する

興味を喚起し､好奇心を刺激するように設定

する必要がある｡ たとえば､ALTの母国に

暮らす小学生についての会話をしたり､担任

の先生が自分自身について児童生徒と話をし

たりすることも考えられる｡また､スモール

トークは語嚢や表現を繰 り返し学習できるの

でとても効果的である｡

今までの､ 1回のや り取りしかないQ&A

形式の会話練習ではなく､スモール トークは

数回のやりとりから成り立っ ｡ そのため､教

員が内容を工夫しなければならない｡例えば､

簡単な質問 ｢How aboutyou?､Andyou?

等｣を利用し2回以上のやり取りがある会話

を準備する必要がある｡

CreativeCollaboratorとして､教員は児

童生徒の興味を引き出すスモール トークの内

容にしなければならない｡また､スモール トー

クがレッスンや単元末の言語活動に結び付く

ものにしたい｡例えば､以下のようなWe

Can!1のUnit4のスモール トークであれば､

目標とする語嚢や表現は ｢日課｣であるため､

教員のとても早い起床時間や､飼っているペッ

トの紹介などをすると児童生徒の興味を引き

出すことができる｡

T:促 芽を屈せながら)Thisismypet.Hl'sname

lpsGoro.Igetupat5:30.

Ss:-～.早い /

T:Yes,Igetupat5:30.Why?IfeedGoroat

5:30.Next,Ibrushmyteethandwashmyface

at5:45.Next,IgojOgglngat6:00.Whattl'me

doyougetup, Sl?

Sl:7:00

T･'Oh,yougetupat7:00.Nl'ce.What'snext?

Sl･'brushteeth, washLace

T:Oh, Ibrushmyteethandwashmyfacetoo.

Howaboutyou, S2?

さらに､教員の幼少時代の写真を見せなが

ら､自分の小学生だった時の日課を話すとよ

り児童生徒にとってのモデルになるだろう｡

また､児童生徒が慣れてきたら､自分のこと
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だけではなく､家族や有名人等の日課を話題

にしてみると､英語学習以外､生活面等の気

づきも生まれる｡例えば､成績が良いスポー

ツ選手は早寝早起きをしていること等の発見

で児童生徒の生活スタイルに良い影響を与え

ることが期待できる｡ このように一種の対話

的な学びであるスモール トークを利用すれば､

思考を活性化させることができる｡

スモール トークを実践する際､第5学年で

行うスモール トークは､教師が英語コミュニ

ケーションのモデルになり､生徒からの応答

を引き出すことが求められといる｡特に､各

単元の最初のレッスンで言語材料の場面設定

をするためにこの形を利用する｡ 第6学年で

は､生徒同士のやり取りでコミュニケーショ

ン能力向上を目指し､他の単元で扱った言語

材料をリサイクルし､その定着を促進する目

的がある｡言語材料の他､やり取りを続ける

ためのリアクション ｢How aboutyou?｣等

のコミュニケーション･ストラテジーも育成

する必要がある｡従って､教員は､以下の例

のように､言語材料だけでなく､生徒が話す

内容にも反応し､どうやり取りを保つのかを

モデルとして示す必要がある｡

T:Whatfooddoyoulike?

S:Ilikepl'zza.

T:Oh,youlikepizza.Me,too.Whatkl'ndof

pizzadoyoulike?

6.2. ｢聞くこと｣の活動で思考を活性化

｢聞くこと｣の活動は多くの時間を占める

外国語活動及び外国語科では､どう工夫すれ

ば飽きさせないのかを慎重に考える必要があ

る｡文部科学省が出版している研修ガイドブッ

ク(2017)でも書かれているように､｢聞くこ

と｣の活動を行う際､最も重要なのは ｢聞く

必要性｣を作り出すことである｡｢Thisisapen.｣

というフレーズを聞く必要性を作り出すため

の案を一つ挙げる｡ 提示するペンが図2のよ

うな箸の形をしたペンであればどうだろう｡
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写真の左側だけを児童生徒に見せ ｢Iuse

thiseverymorningat7:00.What'sthis?｣

と問いかけると､児童生徒は箸と答えるであ

ろう｡ そこで､｢Iusethistostudyevery

moming.｣と言うと､｢勉強｣という単語か

ら､自分たちの推測が違っていたと気づいた

り､｢なぜ､勉強のために箸を使うのか｣と疑

問に思ったりして､｢Thisisapen.｣という

答えを聞く必要性が出てくる｡

図2.割りばしの形をしているペン

(soranews24.com参照)

また､児童生徒が ｢聞きたい｣と思う気持

ちにさせることが大切である｡ 例えば､｢聞

くこと｣の活動の前に答えを推測したりする

と､自分の答えが合っているのかを知りたく

て ｢聞きたい｣という気持ちが芽生える｡こ

こにも教員の大切な役割が存在する｡大抵の

児童生徒は教員の日常生活に興味を持ってい

る｡そこで､教員が自分の日常生活を題材に

することで児童生徒の ｢聞きたい｣と言う気

持ちを引き出すことができる｡

それから､目的を持って聞く工夫もしたい｡

例えば､教員の｢毎朝の日課はどの順番でやる

と思う?｣という問いに､児童生徒が ｢brush

myteeth､eatbreakfast､takeashower､

changeclothes｣等の絵カー ドを推測しなが

ら並べる｡その後､教員が実際の日課を英語

で話し､それを聞きながら児童生徒が絵カー

ドを並べ替えるという活動であれば､｢聞く目

的｣が生まれる｡
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｢話す (発表 ･や り取り)｣活動を行 う前

に音声による十分なインプ ットが必要である｡

可能な限り､自然に児童生徒の口から目標語

秦や表現が出るまで ｢聞くこと｣の活動を行

いたい｡そのため､教員は同じ語桑や表現を

様々な形で音声による活動を取り入れる必要

がある｡その中で､聞く必要性､聞きたいと

いう気持ち､聞く目的があれば､児童生徒は

耳を傾けて理解しようとするはずである｡さ

らには表面的な言葉の理解だけにはとどまら

ず､新学習指導要領で大切にされている ｢見

方 ･考え方を働かせ｣､つまり､その言語材

料が使われる場面､目的､状況の理解にもつ

ながる｡この目的 ･場面 ･状況の理解が深ま

れば､児童生徒の英語が楽しい ･英語を使っ

てみたい気持ちは喚起され､それがのちに､

｢主体的 ･対話的で深い学び｣の実現に結び

つくはずである｡ (中村 2017)｡

WeCan!1のUnit4で思考を活性化する

もう一つの方法は､教員が ｢聞くこと｣の活

動として ｢日課｣の語嚢を児童生徒に提示す

るときに､聞こえた語桑を頭の中でイメージ

させるというものである｡ 例えば､｢Goto

sleep｣ と聞いた後､児童生徒に ｢What

timedidyougotobed?｣や ｢Whatcolor

pajamaswereyouwearing?｣と問い かけ

た りすることである｡ 同じように､｢eat

breakfast｣の後に､生徒同士で何を食べてい

たのかを伝え合う指示を出すのも良いだろう｡

もちろん､ゲーム形式の活動を取り入れる

ことも可能ではあるが､その際の注意点は児

童生徒全員が常に参加できる活動であること

だ｡例えば､サイモンセイズというゲームは体

の部位を練習する際によく使われる｡児童生

徒は教員の英語の指示 (Touchyourhead.

等)に従わなければならないのだが､指示と

は別の動きをしたら座らなければいけないと

いうルールがある｡座った時点で負けが決定

するので､負けた生徒はその時点でもう英語

を聞く必要がなくなる｡そこで少し工夫して､

｢座ったまま3回正 しく行 うことができたら

再び立っことができる｣というルールを追加

するとどうだろう｡座った後でも児童生徒は

活動に参加することができ､全ての児童生徒

に沢山のインプットを与えることが可能にな

る｡

英語の授業で頻繁に行われているこの様な

ゲーム的な要素が含まれている練習活動は､

教員の工夫が足りない場合､ついっい競争的

な活動になりがちである｡例えば､よく見ら

れる単語カルタなどもその代表的な例である｡

勝ち負けを競うことは楽しいかもしれないが､

学習としてはあまり意味がない｡さらに､い

つも負けてしまう生徒に ｢英語が苦手｣とい

う意識を植え付けてしまう危険性さえある｡

素早く相手から何かを取るゲームではなく､

例えば､リズム良くペアで何かを言うゲーム

の方が効果的である｡一例だが､ペアで協力

しながら､一人は好きな色を言い､相手はそ

の色に連想されるものを言 う(Sl:yellow -

S2:banana- Sl:red- S2:apple等)｡

日課の単元でも ｢Sl:eatbreakfast- S2:

7:00｣のように日課一時間で行えば同様の活

動をすることが可能になる｡

また､｢聞くこと｣の活動において､児童

生徒が英語を最後まで聞いていなければ良い

｢聞くこと｣の活動としては成 り立たない｡

具体例として､同氏と金森氏(2008)が紹介し

ている ｢真実の口｣という活動がある｡ 図3

の様にSlが片手で口の形を作 り､S2は片手

を相手が手で作った口の中に入れる｡教員が

言う英文が正しい場合はそのままにし､正し

くない場合はSlがS2の手を素早く掴み､S2

は手を掴まれる前に素早く抜くと言うゲーム

である｡英文は､例えば､｢TodayisMonday.｣

や｢Penguinscanny.｣等色んなバリエーショ

ンで利用できる｡日課の単元であれば､先生

の日課を聞いて理解した後､｢Iwakeupat

12:00.｣等で練習活動が成 り立っ ｡

児童生徒にとっても教師にとっても､新し
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い言語を学ぶのは簡単なものではない｡しか

し､児童生徒に ｢英語を使うことが負担だ｣

と感じさせることは避けたい｡外国語教育の

目的の一つは､児童生徒に外国語を用いてコ

ミュニケーションがしたいという気持ちにさ

せることである｡児童生徒が英語で話したり､

やり取りを行ったりすることを負担に感じて

いるのなら､それは ｢聞くこと｣の活動が足

りないからであるとも言える｡

図3.｢真実の口｣イメージ図(岡 ･金森 2008)

6.3. ｢話す (発表 ･やり取り)こと｣の活

動で思考を活性化

｢話す (発表 ･やり取り)こと｣の活動の

場合､同様に研修ガイ ドブック(2017)によれ

ば､児童生徒が ｢英語で話す必要性｣がある

言語活動をデザインすることが大切になる｡

新学習指導要領における ｢言語活動｣は自分

の考えや気持ちを伝え合う活動である｡ここ

で覚えておかなければならないのは､こういっ

た活動を成功させるためにはしっかりと ｢段

階｣を踏んで言語材料の練習をする必要があ

るということである｡まず､三浦氏 ･中嶋氏 ･

池岡氏(2004)が考案した4つのコミュニケー

ション活動のレベルを利用し､この ｢段階｣

を考えていく (図4)｡これらの段階を踏む

ことで､生徒が英語での言語活動を自信持っ

て参加できる｡ 最初のレベル1-3は練習で

あり､レベル4は言語活動になる｡

レベル1では､意味を理解している言語材

料を発することのみであり､専門用語でいう

｢パターン ･プラクティス｣のことである｡

例えば､教師が ｢Ilikecats.｣と言った後､
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児童生徒がそれを復唱する｡猫が嫌いでも復

唱しなければならない｡途中で､教員の指示

に従い､児童生徒が一つの単語を入れ替える

活動になる (catsをdogsに等)｡ レベル 1の

活動は児童生徒にとって英語を使うための必

要な練習であり､英語を話すこと-の自信を

与える｡

レベル2では､状況や文脈に依存し､意味

を理解している言語材料のやり取りである｡

つまり､お互いに知っている情報について話

をするので､発する英語は事実に基づいては

いるが､あくまでも話すことの練習に留まる｡

これは専門的には ｢DisplayQuestions(堤

示質問)｣と呼ばれる｡ 例えば､クラスメー

トとペアで ｢Whatisyourname?｣または

｢Whoisyourteacher?｣と尋ね合う様な活

動がこれにあたる｡

レベル3では､意味のある情報交換である｡

教育用語で ｢インフォメーション ･ギャップ

活動｣とも呼ばれている｡お互い情報は知ら

ないのでコミュニケーションの必要性は生ま

れるが､収集しなければならない情報は､外

国語の練習のために過ぎない場合が主である｡

つまり､質問者が本当に知りたい情報である

とは限らないのである｡例えば､教科書に出

てくるキャラクターの日課について聞いたり､

話したりする活動はこれに相当する｡しかし､

実施方法より､生徒が自分の考えや気持ちを

伝え合うことができたら練習ではなく､言語

活動として成り立っが､先生が用意された情

報を交換するだけであれば､練習になる｡

レベル4は言語活動である｡ 話者にとって

価値のあるコミュニケーションから成り立っ

ているものである｡ つまり､質問者が実際に

知りたい､または話し手が実際に伝えたいこ

とを英語で聞き出したり伝えたりするのであ

る｡ そして､可能な限り各単元でレベル4の

｢話すこと｣の活動を提供したい｡例えば､

ALTの日課を聞き出すことや自分の理想の

一 日をALTに発表するのはレベル4の ｢話
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すこと｣の活動になる｡

図4.コミュニケーション活動の4レベル

(三浦 ･中嶋 ･池岡 2004)

まとめると､レベル1-3の活動は ｢ドリ

ル的な活動｣で言語材料の練習になり､レベ

ル4 (場合によってレベル3も)は ｢自己表

現｣の要素があり､言語活動になる｡新学習

指導要領では意識的に各単元で言語活動を行

う必要がある｡効果的な ｢話す｣活動を行う

には､教師､英語専科教員､ALT等が知恵

を絞って沢山のアイディアを協力しながら生

み出さなければならない｡

WeCan!では､｢話すこと｣の活動が今ま

での外国語活動の授業に多かった､｢楽しい｣

だけで終わるものが減っている｡何故なら､

このような活動だけでは学習内容は定着しな

い上､真のコミュニケーションではないと考

えられている｡ ｢楽しい｣だけでは､外国語

教育の目標であるコミュニケーション能力育

成には繋がりにくい｡そのため､WeCan!が

提供している活動の多くは､人間関係を築く

ためのものや､コミュニケーションを図る体

験が可能になるもので編成されている｡ しか

し､そのまま行 うと効果が薄れるので､それ

ぞれの活動には教師の工夫が必要である｡ 例

えば､第1単元の自己紹介活動は､そのまま

行 うのではなく､児童生徒一人一人がキャラ

クター にな りき り ｢Sl:My name is

Doraemon.What is your name? S2:

ThankyouDoraemon.Nicetomeetyou.

Ⅰ-m Pikachu.｣等､少し設定を工夫すると､
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誰がどのキャラクターを選んだか等､児童生

徒の興味 ･関心を刺激することになり､やり

とりの動機と必要性が生まれる｡また､好き

なキャラクターの自己表現の機会にもなる他､

児童生徒がお互いのキャラクター選択につい

てのコミュニケーションを図るきっかけにも

なり､結果､人間関係の構築にもつながるの

である｡

6.4.｢読むこと｣.｢書くこと｣の活動で思考

を活性化

新学習指導要領において最も現場で懸念さ

れているのはこの2技能の指導方法である｡

今まで小学校で殆ど指導して来なかった技能

でもある｡ しかし､不安な原因はもしかする

と､中学校英語の授業をイメージしているか

らではないだろうか｡新学習指導要領におい

て､｢読むこと｣･｢書くこと｣の活動の目標

は､児童生徒が既に知っている音を書かれた

言葉に結びつけることである｡そして､もっ

と読みたい､もっと書きたいという気持ちに

させることである｡多くの音声によるインプッ

ト活動を通して言語材料に十分に慣れ親しん

だ後､各レッスンで ｢読むこと｣･｢書くこと｣

の活動の時間を可能な限り設けることを文部

科学省も推奨している｡

文部科学省作成の小学校外国語活動 ･外国

語の研修ガイ ドブック(MEXT2017)に基づ

いて､WeCan!1のUnit4の授業内容を考え

ると､まず､｢聞くこと｣･｢話す(発表 ･やり

取り)こと｣の活動を中心に言語材料に慣れ

親しんだ後､読んだり､苦いたりする活動を

行 う｡ その後､1-5時間目の場合､音声を

聞きながら言ったり･読んだりした後､ワー

ドボックスから語嚢を選んで ( )に書き写

す｡

1時FpFB:I(getup)at(時FpH.

2時FpFB:I(gt)toschool)at(時Fj'7).

3時厨B:I(gohome)at(時Fjg).

4時/野B:I(eatdl'nner)at(時厨 ).
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5時屠B :I(gotobed)at(時屠 ノ.

その後､6-7時間目には1-5時間目にワー

クシー トに書き写した文を読んだり言ったり､

修正したりする｡

6-7時ノ野B :Zgetupat06:00.7goto

schoolat07:30.Igohome at3:00.I

eatdinner at6:00.7gotobedat9:00.

8時時間目には例えばスピーチ原稿として使

用するために清書する活動を行う｡

WeCan!1の単元1-3の目標はアルファベッ

トの大文字と小文字を書けるようになること

なので､この単元ではより徹底した指導が必

要になるだろう｡

まず､新学習指導要領において､｢読む｣

ことの活動例は以下のように示されている｡

(ア)潜字体で書かれた一文字を見て､どの文

字であるかやその文字上Bjl大文字であるかィ､

文字であるかをp-課B/Jする瘡艶
(イ)潜字体で書かれた文字を見て､その彦

み方を適材に:発芽する潜艶

(ク)B蘇生潜に厨する身近で簡単な事好を

内/容とする掲示やパンフレッ 声などから､

B分が必要とする債務を得る店数

(1)音声で十分に慣れ威 しえ/だ簡単な語句

や基本敢な素質を､鹿本などの中から歳tB/I

ナ,15詳動.

｢読むこと｣の活動の場合も読む目的を生

み出す必要がある｡ これは ｢聞くこと｣の活

動と同じように､読む前に児童生徒に内容を

推測させる等もできる｡ WeCan!に ｢Story

Book｣という新コーナーがある｡WeCan!1

のUnit4であれば､デジタル教材を利用し､

英文を隠しながら絵を見て､どの単語が出る

のかを推測し､当たった単語を見せるという

活動を行った後､全員で本文を音読する活動

を指導書で紹介している｡

文字指導では､教科書の本文や教科書 ･補

助教材で扱われる活動のみを使用する必要は

ない｡児童生徒の身近にあるものも使うこと

もできる｡例えば､イニシャル､頭字語､絵

本､または､既習の語桑や表現が書いてある

フラッシュカー ド等が使える他､他教科 ･地

域 ･学校の人物や場所の名前や外来語を苦い

たりするのも良いだろう｡

注意する必要があるのは､音声に十分に慣

れ親しんだものに限る｡例え新しい語嚢を書

きたい場合は､音声でまず導入する必要があ

る｡ もしも児童生徒が､例えば ｢seaweed｣

という単語を読んでいる際､｢d｣を強く発

音し過ぎている様な習熟度の場合は､読んだ

り､苦いたりする活動の導入は早すぎる｡こ

ういった場合には､新学習指導要領では ｢音

声で十分に親しんだ簡単な語句や基本的な表

現の意味がわかるようにする｣と書かれてい

るように､｢読むこと｣･｢書くこと｣の活動

の導入の前に､英語の文字と音の指導が必要

である｡ 新学習指導要領において､ 中村

(2017)が以下のように系統的な文字指導を紹

介している｡

(1)7/i,プアベッ声文字の名/称が分かるo
(2)アルファベッ声文字の大文字と/J､文字

の対克冴斗分か る o

(3)アルファベッ声文字の彦み書きができ

る o

(4)7/i,プアベッ声文字の音が分かるo
(5)音声に慣れ虜 しんだ素質を書き写すこ

とができる o

(6)音声に慣れ虜 L,んだ麦芽 ｢あるいぼ素

質の-pjfp)をB分で選言/で書き写すことが

できるo

(7)文字をf/jm して又贋造についてJ5歳す

る｡

｢読むこと｣･｢書くこと｣の活動は第5学

年の中盤から始めることになっている｡その

前に児童生徒は30時間以上の授業時間でア

ルファベットを認識できるようになったり､

アルファベットの大文字と小文字をかけるよ

うになったり､アルファベットを見て発音で

きるようになったりする力を育まなければな

らない｡正しく実践すると､その次に児童生

-48-



思考の活性化をさせる授業 :外国語活動 ･外国語科の教材をどう扱うのか

徒が英語を読んだり､苦いたりしたいという

気持ちになるはずである｡その気持ちを持っ

て読んだり､苦いたりすると､児童生徒が英

語特有のルール (単語と単語の間にスペース

が必要等)を発見する可能性が高くなる｡小

学校卒業段階には児童生徒が1)アルファベッ

トを書ける､2)モデルを利用すれば単語が

書き写し､3)例に基づいて5行程度の文章

を書けるという目標がある｡

6.5.単元末の言語活動

WeCan!に合わせた単元末の言語活動は､

教員が児童生徒に合うものを用意することに

なる｡この言語活動は各単元の学習目標のた

めにも設定したい｡良くある言語活動の一つ

に ｢ショッピングごっこ｣がある｡ しかし､

例えば､すでに値段が見えてしまっている中

でのショッピングゲームであれば､値段を相

手に尋ねる必要がないので､自己表現が入っ

た言語活動とは言えない上､思考を活性化す

る活動とも言えない｡少し工夫して､児童生

徒がいくつかの店に行き､どの店の商品が最

も安いのか､どの店の接客が一番良いのか等

を見極めることが目的にある言語活動であれ

ばどうだろう｡ より意味のある活動になるの

ではないだろうか｡

ここでの注意点も同様に､｢どの店が最も

お金を儲けるか｣や ｢5分で10ドルを使いこ

なす｣等の競争が中心の活動は避けたほうが

良いという点である｡可能な限り､単元末の

言語活動は児童生徒同士が協力しあえる活動

にしたい｡例えば､ショッピングゲームであ

れば､ALTは児童生徒のペアに2つの好物を

購入するミッションを与え､パーティーに間

に合うようにお使いを頼むことにすれば､彼

らはそれぞれの店に出かけて新鮮で安いもの

を手に入れる等協力が必要となる活動になる｡

そして活動中､それぞれの店舗の情報交換等

のための､真のコミュニケーション体験も得

ることができる｡

また､言語活動の一つである英語での自己

表現が大切になることも忘れてはいけない｡

｢日課｣の単元での単元末の言語活動は以下

のようなものも実践可能である｡言語活動の

目的を ｢理想的な夏休みの過ごし方をALT

と共有する｣とし､｢理想的な休日｣をALT

に発表する｡この活動は自己表現の要素が含

まれている言語活動にもなる他､英語を使う

必要性も兼ね備えている｡ WeCan!1のUnit

4を夏休み前の7月に行なえば､夏休みの良

い過ごし方を考えるきっかけにもなる｡この

活動は以下の段階で行ってみてはどうだろう

か｡

1)B分の屠憩のlBを考える (Zgetupat
･･･忍ば～に麿きる0,Ieatlunchat･･･忍

ば～に昼食を食べるoZgoto･･･at･･･忍

ば～に～に行ぐなど)0

2)クラスメ一 日こ発表をL,､アイディアを

シェアする0

3)そのアイディアからB分のBjl/哲の休Bを

再考し､鮭正する0

4)顔で産土哲敢な夏休みの過ごし方を携成す

･5

5)顔でALTlこ 懐 哲蔚な夏休みの過ごしiJ

を発表するo

どの単元末の言語活動にしても､単元の冒

頭で最終目標について考える時間を与える必

要がある｡すると､児童生徒の問題意識並び

に学習モチベーションを高め､より主体的に

取り組むようになるはずである｡つまり､児

童生徒が目標を達成するため､自らどのよう

な語童を知る必要があるのか等を考えるきっ

かけになる｡ 単元末の言語活動に至るまでの

多くの ｢聞くこと｣･｢話すこと｣･｢読むこと｣

･｢書くこと｣を通して､児童生徒は自分自

身 ･クラスメー ト･世界について学ぶことに

なる｡これはつまり最終目標から単元をデザ

インする ｢逆向き設計(backwarddesign)｣

から ｢主体的 ･対話的で深い学び｣を促進す

る方法でもある｡
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6.6.絵本や歌で思考力の活性化

知らない言語の絵本を読んだり聞いたりし

たことはあるだろうか｡例えそれが知ってい

る物語の絵本であったとしても､何度読んだ

ところで､何度聞いたところでその言語を理

解することはできないだろう｡ どの ｢聞くこ

と｣の活動にしても､理解可能なインプット

でなく､ただ単に ｢英語のシャワー｣を浴び

せるだけの活動であれば意味がない｡教員は

常にどの絵本や歌を利用すれば､理解可能な

インプットになるのかを考えて選定する必要

がある｡ 例えば､以下の絵本はどうだろう

(図5)｡

BrownBear,BrownBear,whatdo
yousee?
IseeaRedBirdlookingatme.
RedBird,RedBird,whatdoyousee?
IseeaYellowDucklookingatme...

図5.絵本 ｢BROWNBEAR｣

(us.macmillan.com参照)

この絵本であれば､多くの語桑や表現を繰

り返して出る上､絵もわかりやすい｡教員が

児童生徒に ｢What-snext?｣等を尋ねれば､

コミュニケーション活動としても利用できる｡

絵本と同様に､歌やチャンツは理解可能な

インプットとして多く利用すべきである｡ま

た､｢話すこと｣の活動の準備段階で利用す

ると効果的である｡教員の好みで洋楽のポッ

プスを聞かせたり､歌わせたりすることは効

果的な英語学習とは言えない｡特に､児童生

徒が訳を欲しがったり､歌詞にふりがなを振っ

ていたりすると､その活動は ｢聞くこと｣の

活動ではなくなる｡不自然なリズムの歌詞､

速すぎる歌詞､また発達段階に合っていない

歌詞等は上述の知らない言語の絵本を読んで

いるのと同じである｡良い歌の特徴とは､短

いフレーズの歌詞､覚えやすい歌詞､児童生
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徒がすでに知っているメロディの歌､児童生

徒が殆どの語桑を知っている歌詞､日本人の

英語学習者向けに書かれた曲､曲の途中でリ

ズムよくリピー トできる歌､歌いながら自己

表現が可能な歌である｡ 金森氏 (2017)が

作成したものはその一例である｡WeCan!1

のUnit4で使用できる ｢GetUp｣の歌詞を

ご覧いただきたい｡

GetupjGetup)

Washyourface(Washyourface)

Brushyourteeth(Brushyourteeth)

Combyourhal'r(Combyourhal'r)

Have your breakfast (Have your

breakfasi)

Say"GoodMoml'ng."(Say"GoodMoml'ng.")

括弧の部分は復唱できるので､良いインプッ

トとアウトプットの練習になる｡ さらに､

rAreyoulungTy?Jの款5=pJgばどうだろうo

Areyousleepy?Yes,Iam.

Areyouhungry?No,Z'm not.

Areyouangry?Yes,Iam!

Areyouhappy?Yes,Iam!

この曲の特徴は､質問に答えられるように

なっていることである｡導入時は聞くだけで

も良いし､質問だけの分を歌っても良い｡慣

れてくると､児童生徒が自分の気持ちを曲に

のって答えられるようにもなる｡ 最後に､

｢MynameisErika.｣のように､ペアにな

り､コミュニケーションができる歌もある｡

以下が歌詞である｡

Hello,mynamel'S(En'ka).Nl'ce tom eet

yOu･

Doyoulike(cats)?

(Yes,zdo.Yes,Ido.)

Hello,my name l'S (Takuya).Nl'ce to

meetyou.

Doyoulike(frogs)?

(No,Idon't.No,Idon't.)
歌詞の括弧の部分は児童生徒が言いたいこ

とに入れ替えられるようになっている｡ この
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歌は毎年大学生と歌っているが､毎回 ｢頭を

使わないと歌えない｣とコメントする学生が

いる｡つまり､これこそ思考を活性化させる

活動なのである｡児童生徒にとって､絵本や

歌はより多くの理解可能なインプットを得る

ためにとても効果的である｡各レッスンで多

く利用し､様々な言語活動-繋げ､児童生徒

がより自信を持って ｢話す (発表 ･やり取り)

こと｣の活動に取り組めるように支援しましょ

う ｡

7.おわりに

小学校外国語教育の目標はコミュニケーショ

ンカを図る基礎となる資質 ･能力の育成であ

り､目的は中学校で英語をもっと学習したい

という気持ちにさせることである点を考える

と､小学校英語教育が学びに向かう力につな

がっているのが分かる｡中学校教員が最初の

数ヶ月間､中1の生徒に英語を学習する動機

付けや､英語が好きになるような働きかけを

しなければならないような状態にしてはいけ

ない｡小学校の外国語教育は児童生徒にとっ

て初めての英語学習の場になる｡そしてそれ

は今後の学校生活に多大な影響を与えること

になる｡私たちの使命はその経験を良いもの

にすることであり､その良い経験の積み重ね

が学びに向かう力を生むこという事を信じて

疑わない｡
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